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2017年はVirtual Reality(VR)のためのヘッドマウントディスプレイ(HMD)の製品版が発売となり、HMDを対象としたゲーム
コンテンツ等が数多く発表されている。これらのコンテンツは3次元コンピュータグラフィックス(3DCG)によるものがほとん
どである。一方、近年マンガコンテンツのデジタル化が進みスマートフォンやタブレット上で閲覧することも多くなってきて
いる。マンガコンテンツは素材が平面上に描画されているため、通常、紙面や画面など平面上で表現されている。本研究で
は、平面上に描画されたマンガ素材を3D仮装空間内に配置して、HMDにて閲覧するVRマンガコンテンツの開発を試みた。
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